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2013 年 9月 18日 
各位 

株式会社リブセンス 
代表取締役社長  村上 太一 

 
 

株式会社アラタナに対する 

第三者割当増資引受に関するお知らせ 
 
 
株式会社リブセンス（本社：東京都品川区、代表取締役社長：村上太一、東証一部：6054）
は、株式会社アラタナ（代表取締役社長 濵渦 伸次、本社 宮崎県宮崎市、以下「アラタナ」）
が実施する第三者割当増資を引き受けることとなりましたので、お知らせいたします。 
 
当社は、Webマーケティング技術やインターネットサービス開発力を活かし、企画やデザ
イン、システム開発運用、マーケティング等全て内製で成功報酬型の求人情報や不動産情報サ
イトを中心に事業展開しております。また、クチコミ情報サイトを始めとする新規事業の開発
にも積極的に取り組んでおります。 
 
一方、アラタナは「宮崎に 1000人の雇用をつくる」という経営理念のもと、ネットショッ
プを『つくる技術』と、その運営を『サポートする技術』をコアコンピタンスとして、お客様
のビジネス成功のためのサービスを行っています。2007年設立から 3,000 社を超えるお客様
にサービスをご利用いただいており、順調な成長を続けています。 
この度当社は、未上場企業である同社の今後の成長性等を勘案し、同社が実施する第三者割
当増資の一部（19,600 千円）を引き受けることといたしました。 
 
当社では、「あたりまえを、発明しよう。」というビジョンを掲げ、これまで自社内にてサー
ビス開発に取り組みノウハウを蓄積してまいりました。今後につきましては、自社内でのサー
ビス開発・拡大はもちろんのこと、将来有望な企業に対する投資育成を通じて当社ならびに投
資先企業双方の事業強化を図り、新しい「あたりまえ」を生み出してまいります。 
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【第三者割当増資の内容について】 

1. 対象会社の概要（2013年 9月 18日現在） 

（1） 商号    株式会社アラタナ 
（2） 代表者   代表取締役社長 濵渦 伸次 
（3） 所在地   宮崎県宮崎市錦町 1番 10号宮崎グリーンスフィア壱番館 5階 
（4） 事業内容  ネットショップ制作、運営代行、撮影代行、ネットショップ関連アプリケ

ーション提供 他 
（5） 設立年月日 2007 年５月１日 
（6） 資本金   282,735 千円 
（7） 決算月   ４月 
（8） 従業員数  95 名（契約社員、アルバイトを含む） 
（9） 発行済株式総数 4,919 株 
（10）主要株主   濱渦 伸次/株式会社アラタナ 代表取締役 
           山本 稔/株式会社アラタナ 取締役 
          株式会社ジャフコ 
（11）当社との関係 特に取引関係・人的関係はありません。 
 

2. 今後の見通し 

本件による 2013年 12月期の当社業績に与える影響は軽微であり、2013年７月 11日に公
表しております業績予想数値の変更はありません。 
 
 
■ 株式会社リブセンスについて （URL : http://www.livesense.co.jp/） 
・所在地      東京都品川区上大崎2丁目 25番 2号 新目黒東急ビル 

・設立       2006 年 2月 8日 

・資本金      221,647千円（2013年 8月 31日現在） 

・代表者    代表取締役社長 村上 太一 

・事業内容   インターネットメディア運営事業 

「成功報酬型」ビジネスモデルの特長を活かし、求人情報メディア「ジョブセンス（http://j-sen.jp/）」「ジ

ョブセンスリンク（http://job.j-sen.jp/）」「ジョブセンス派遣（http://haken.j-sen.jp/）」や不動産情報

メディア「door賃貸（http://chintai.door.ac/）」等のインターネットメディアを運営。2011 年12 月より

新たな事業展開として転職クチコミサイト「転職会議（http://jobtalk.jp/）」を本格稼働。SEO（検索エンジ

ン最適化）を中心とした「Web マーケティング技術」や、システム・デザイン・マーケティングの徹底した

内製化による「サービス開発力」が強み。 


